
 

表 5-2(1/3) 各種浸透施設の比浸透量［Kt及び Kf値（㎡）］算定式 

 

 

 

 

 

 

「雨水浸透阻害行為許可等のための雨水貯留浸透施設設計・施工技術指針（巴川流域編）」より抜粋



 

表 5-2(2/3) 各種浸透施設の比浸透量［Kt及び Kf値（㎡）］算定式 

 

 

 

 

 



 

表 5-2(3/3) 各種浸透施設の比浸透量［Kt及び Kf値（㎡）］算定式 

 

 

 

 



【参考】前出算定式の施設に該当しないタイプの浸透施設の比浸透量の計算方法 

①浸透ます 

施設幅・径が同一であれば、標準施設の比浸透量を利用して、当該施設の比浸透量を算定す

ることができる 

側面浸透のみ：（側面および底面の比浸透量）－（底面のみの比浸透量） 

被圧がかかる：標準的な施設に対する静水圧の比により算定 

 

②浸透トレンチ 

施設幅・径が同一であれば、当該施設の比浸透量は、標準的な施設との静水圧の比を補正係数

として、次式で算定できる。 

[比浸透量]＝[標準施設の比浸透量]×[補正係数] 

ここに、[補正係数]＝[当該施設の静水圧]／[標準施設の静水圧] 

４ケース（A:片面浸透、B:底面浸透のみ、C:側面浸透のみ、D:被圧がかかる）の静水圧と

補正係数を表－Ⅰに、計算例を算定手順とともに表－Ⅱに示す。 

標準施設 A:片面浸透 
B:底面浸透 

のみ C:側面浸透のみ D:被圧がかかる 

     

 

表－Ⅰ 静水圧および補正係数 

区分 
静水圧 

補正係数 
標準施設 当該施設 

A:片面浸透 

H(H+W) 

H2/2+W･H (H/2+W)/(H+W) 

B:底面浸透のみ W･H W/(H+W) 

C:側面浸透のみ H2 H/(H+W) 

D:被圧がかかる H(H+2h)+W(H+h) {H(H+2h)+W(H+h)}/{H(H+W)} 

 

算定手順 

①[標準施設の比浸透量 K] ：K=aH+b=3.093H+(1.34W+0.677) ここに H:設計水頭(m)､W:底面幅(m) 

②[補正係数] ：表－Ⅰ参照 

③[当該施設の比浸透量 Kf] ：［標準施設の比浸透量 K］×［補正係数］＝①×② 

表－Ⅱ 比浸透量の計算例 

区分 

施設の形状など 標準施設 当該施設 

設計水頭 

高さＨ(m) 

被圧の 

水位ｈ(m) 

底面幅 

Ｗ 

比浸透量 

Ｋ (m2) ① 

静水圧 

(tf/m2) 

静水圧 

(tf/m2) 

補正係数 

② 

比浸透量 

Ｋｆ(m2) ③ 

A:片面浸透 

0.6 

－ 

0.5 3.20 0.66 

0.48 0.73 2.338 

B:底面浸透のみ － 0.3 0.45 1.441 

C:側面浸透のみ － 0.36 0.55 1.762 

D:被圧がかかる 0.1 0.83 1.26 4.036 
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